
「南予ビージョイ労働組合」が誕生 

 ２月２７日、宇和島で新しく労働組合が結成され、直ちに

連合愛媛ユニオンおよび南予地協に加盟した。誕生した組

織は「南予ビージョイ労働組合」で、会社は宇和島市に本社

を置き、活魚・鮮魚・水産加工・精肉加工・飼料販売等を展

開し、活魚・鮮魚は四国をはじめ、九州・中国・関西から中

部・関東まで輸送、加工食品も南予一円から県下全域に亘

る販売を行っている。組合は、この中の活魚・鮮魚輸送に

係わるドライバー１１名のうち７名で結成し、翌２８日には結

成と同時に加盟した連合愛媛ユニオンならびに南予地協と

もに、KK南予ビージョイ代表者に対し、「組合結成通告」「四

項目要求と団体交渉申し入れ」を行った。 

この南予!! 
なんとかせないけん!! 
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一方的な不利益変更認めない 

◆第１回団体交渉◆ 

 ３月１４日、南予ビージョイ第

1回団体交渉を開催。組合側

は、当該労組委員長を含む三

名のほか連合愛媛、さらに南

予地協が出席。会社側からは

常務取締役、取締役部長、次

長、そして顧問弁護士が出席

した。席上、双方共に初めての

顔合わせであることから、先ず 

組合員７名の結束と 
未加入者４名の加入めざす 

 団交終了後、組合側は第１回団交の総

括を行い、先ずは会社側の回答を待つも

のの、組合員が最も懸念していた賃下げ

など３月１日実施関連事項の強行に歯止

めをかけていること、そのことを注視して

いるはずの未加入者４名への組合加入

アプローチを強めること、そしてこれから

が組織維持の本当の真価が問われるこ

とから、更なる結束を確認しあった。 

３．５連合愛媛2011春季生活闘争総決起集会 

南予地協からもバス１台含む６０名余りが参加、元気にデモ行進す 

の意味で受け入れられない

とし、これから時間をかけつ

つも労働条件の整備をは

かること、さらに就業規則

提出、団体交渉に伴う組合

役員の取り扱いについての

主張を行った。会社側から

は、今回活魚関係輸送従

事者を対象に経営改善の

一環として提案したのは、も

ともと外注(庸車）でやれる

部署であるものの、当社運 

各々自己紹介し、組合側より新

めて組合結成したことを伝え、

今後は組合の合意なくして賃金

はじめ労働諸条件に係わる一

方的な不利益変更は一切認め

られない事、又、今回会社側が

組合員個々に求めてきた給与

見直し、活魚運行規則の変更、

泊りに及ぶ食事代減額等はそ 

行の方がコスト高に

なっている事から、少

なくとも外注並に合わ

したいとの考えで申し

入れたと事情を明かし

た。 

 その上で、本日の組

合側の主張を代表者

に伝え、会社としての

諸々の考え方を次回

団体交渉にて示したい

とした。 
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